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　文献・伝承・地籍図などを利用して、円覚寺蔵富田荘絵図で東北部にあたる萱津宿を中心に甚目寺

町の景観復元を行う。伝承によって、絵図で描かれる寺院をすべて確認することができた。また、甚

目寺町周辺は、荘園・用水系統が錯綜する地域である。それは自然地形に規制されたものであり、史

料では近世前期までしかさかのぼることはできない。しかし、中世の荘園（富田荘・海東荘）の史料

と考古学的知見により、鎌倉・室町の再開発期に自然地形を利用して原型が形成された可能性が指摘

できる。

●　加 藤 博 紀

　地籍図・史料から見た
　　　　　　　中世の甚目寺町　

　1  はじめに

　平成 16年度の当センター『研究紀要第 5号』
において、「尾張国富田荘の考古学的研究」と
題して、当センター中･近世部会の共同研究が
発表された。当稿では、富田荘の十二ケ里北部
にあたる名古屋市中川区・海部郡大治町を、表
採資料を利用した考古学的検討や愛知県公文書
館に保管されている明治 17 年作成の「地籍字
分全図」（以下「地籍図」とよぶ）を利用した
歴史地理学的検討から検討した。
　本稿では、さらに北部の海部郡甚目寺町を中
心に検討していく。文献学の視点から甚目寺町
内における富田荘と近隣荘園および萱津宿など
を、歴史地理学の視点から甚目寺町及び東隣の
新川町西部（註 1）の地籍図を検討したうえで、
過去の甚目寺町を中心とした景観復元を行いた
い。

　2  甚目寺町を中心とした景観復元

　中･近世部会の共同研究の成果をふまえ、さ
らに北部に該当する甚目寺町及び新川町西部を
地籍図から用いて検討したい。その地図が、地
図 1である。
　甚目寺町及び新川町西部においては、3つの

微高地群を認めることができる。
微高地群1
　新居屋から石作、森にかけて地域。この微高
地群の中には河川の跡と考えられる旧流路Ａが
ある。
微高地群2
　西今宿から甚目寺、本郷、坂牧にかけての地
域。この微高地群の中にも河川のあとと考えら
れる旧流路Ｂがある。中･近世部会の共同研究
では、微高地群Ｇにつながる。
微高地群3
　上萱津から下萱津、及び須ヶ口西堀江、土器
野新田にかけての地域。この微高地は、甚目寺
町・新川町では五条川の自然堤防となっている。
また、後述の微高地群４とつながる。ちょうど
五条川と庄内川との合流点になる。中･近世部
会の共同研究では、微高地群Ａにつながる。
　この微高地群 3は、庄内川の自然堤防とつ
ながっていることが新川町東部の地籍図から確
認できる。庄内川と五条川の合流点であるから
であろう。
微高地群4
　下小田井を中心とした地域。この微高地群
は、庄内川の自然堤防となっており、微高地群
3とつながる。
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地籍図・史料から見た中世の甚目寺町／加藤

図 1　甚目寺町・新川町（現清須市）付近の地籍図 (1/1200 の原図を接合の上、1/28 に縮小 )
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　3  文献に残る甚目寺町

（1）中世の甚目寺町内の荘園

　円覚寺領富田荘の荘域は、円覚寺蔵の絵図に
よると、一円所領としては十二ケ里の北端（現
在の地名では、名古屋市中川区富田町新家北端
の線）が北限であった。しかし、富田荘には街
道沿いの馬嶋・北馬嶋・二俣、御厨河（庄内川）
対岸の賀茂須賀などの飛地や「石丸」と称され
た散在所領があり、甚目寺町には萱津宿近辺の
集落が所在した。北馬嶋が別相伝であり、これ
らの飛地・散在所領には円覚寺領ではあるが近
衛家の領家職が及ばなかった地域があると推定
される（註 2）。萱津宿に関しても、尾張守護で
萱津を守護所とした北条得宗家との関連が想像
され、同様なことが想定される。
　また、萱津宿内においても、円覚寺の支配権
が及ぶ地区と及ばない地区があることが指摘さ
れている。絵図では、萱津宿は現在の五条川
にあたると思われる川に沿って 4地区があり、
上流から「円聖寺」「千手堂」「光明寺」「大御堂」
の 4寺を中心とする地区があったことがわか
る。そのうち、「光明寺」には円覚寺の支配権
が及ばなかったと推測されている（註 3）。ちな
みに、この「光明寺」は現在までも法灯をつな
げており、時宗寺院として往時をしのばせてい
る。
　また、中世の甚目寺町には他にも荘園は所在
した。海東荘と甚目寺荘である。なお、甚目寺
荘はその荘名以外に明らかではない。
　海東荘は、海東三箇荘ともいわれ上・中・下
の三荘に分かれており、上荘の新屋郷、中荘の
森大日前・石作社、七寺西・松野里・中之庄な
どの地名から、甚目寺町周辺から稲沢市南部に
かけて荘域があったと比定されており、平頼盛
が尾張守の時（12 世紀）に成立した一円型荘
園である。平野部の一円型荘園は、河川流域の
不安定耕地の回復、荒廃公田の再開発の密接に
結びついて形成された（註 4）と推察されており、
海東荘も同様な形成過程が想像される。また、
この海東荘は、蓮華王院領とされ、領家職は、
平頼盛・光盛父子を経て、上・中荘は 15 世紀

中葉まで久我家が相伝した。下荘は明らかでは
ない。地頭職は、承久の乱以降、下野の御家人
小山氏に充て行われ、建武政権下の久我家によ
る領家・地頭職兼帯を経て、上荘松葉・新屋両
郷地頭は平賀忠時が、中荘は京都の真如寺が地
頭職を領有している。上荘大山寺郷は、観応の
擾乱の勲功として、土岐氏一族と幕府と関連の
深い禅寺が伝領した（註 5）。ちなみに、この土
岐氏は富田荘においても文和 4年 (1355) 以降
押領をしており、尾張守護土岐氏による荘園侵
略の様子が 2つの荘園からうかがえる。
　なお、近隣には庄内川右岸上流に「於田江保」
（国衙領）・「於田江荘」、さらに右岸上流には著
名な「安食荘」（醍醐寺領）がある。五条川上
流に「清須御厨」（伊勢神宮領）がある。

（2） 文献が語る中世の甚目寺町

　萱津宿　中世における萱津宿は、京都と鎌倉
を結ぶ鎌倉街道の主要な宿場であった。これは、
『經覺私要鈔』の応仁 2年 (1468) 末条の「自
京都至鎌倉宿次第」に、京都より 20 番目の宿
として記載されている。また、『東関紀行』の
仁治 3年 (1242)8 月半ばに、東関紀行の著者
が京より鎌倉に下る途中、を経て熱田に泊まる
記載がある。著者は、萱津東宿で「そこらの人
萱津あつまりて、里もひゞく計にのゝしりあへ
り、今日は市の日になんありたるとぞいふなる」
とにぎわう市の様子を伝えていることは有名で
ある。ここで萱津の「東」宿とあることが注目
される。
　一方で、『海東記』の貞応 2 年 (1223) に、
海道記の作者が京より鎌倉へ下る途中に津島渡
を経て三河国矢作宿へ行く途中に、4月 7日に
萱津宿に泊まっている。ちなみに、津島渡から
萱津宿へ行く途中の農作業にいそしむ光景は、
往時の尾張の様子を語るものとして名高い。ま
た、興福寺東院主光暁の日記である『東院毎日
雑々記』の応永 33 年 (1426) の条に、9月 21
日に津嶋天王社に奉物をした後、萱津に至った。
ちなみに、途中に甚目寺を参拝したことが記さ
れている。翌 22 日に熱田社の参詣後に萱津に
戻って中島郡一宮へ泊まったことが記載されて
いる。
　以上から、中世の主要街道の宿として、地域
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の用水は、五条川から上萱津から水を引く「萱
津井懸り」と木曽川本流の水を葉栗郡宮田杁か
ら引く「宮田井懸り」があった。
　甚目寺町においては、用水利用の面から、石
作・新居屋などの北西部と甚目寺・萱津など
の南東部に分かれていたことがわかる。なお、
これは、弘安 5年（1282）でも石作郷が中島
郡の一部であった記録（註 8）があることから、
古くからの郡の違いが反映しているとも考えら
れる。また、「萱津井懸り」の系統は、五条川
右岸のみならず左岸にも広がっている。『寛文
村々覚書』によると、西堀江村・須ヶ口村も「萱
津井懸り」の用水系統に含まれている。また、
土器野新田村の田作も「須加口村余リ水懸ル」
とあることから、同じ「萱津井懸り」といえる。
現在須ヶ口と土器野新田には新川が流れている
が、新川は天明 4年 (1784) に着手され天明 7
年 (1787) に完成したものであり、寛文年間に
は新川は存在しなかった。だから、これは新川
開削以前の様子を物語っている。ちなみに、西
堀江･須ヶ口に東隣の下河原村は「稲葉地村余
リ水懸ル」とあり、水田は庄内川左岸の区域に
あるので左岸から用水を供給されていた。
　この ｢萱津定井 ｣は、明暦元年 (1655) に杁
が設置されたとされる。しかし改修であった（註

9）らしく、既設の水路を利用したことがうか
がえる。用水系統から見ると、近世以前から甚
目寺・萱津などの南東部と西堀江・須ヶ口など
の新川町西部は密接な関係があったことが指摘
できよう。

（4） 小結

　文献から見た中世の甚目寺町は、おおまかに
石作・新居屋などの北西部と甚目寺・萱津など
の南東部の二つが古くから分かれていた様子を
知れる。また一方で、文献や寺院、用水系統か
ら萱津は五条川の対岸にある西堀江・須ヶ口と
の関連が指摘できる。
　これらを地籍図の結果と比較すると、近世
初期の用水系統と比較するならば、微高地群 1
は「宮田井懸り」の村々、微高地群 3は「萱
津井懸り」の村々と比定できよう。また、中世
以前の荘園と比較するならば、微高地群 1は
一円型荘園である海東荘とのつながりが指摘で

きる。
　さらに、富田荘は、前述の通り上村氏によっ
て中世前期に古代の用水系統を利用して整備さ
れたことが明らかにされているが、考古学的知
見を援用すれば、五条川水系中・下流域におけ
る再開発は、古代末（11 世紀末葉～ 12 世紀）
期と中世、鎌倉末期（13 世紀末葉～ 14 世紀）
の 2回に大きな動向が見出すことができる（註

10）。また、海東荘が立地した森南遺跡において、
13 世紀中頃に出現した中世村落は古代的・伝
統的な条理の規制に拘束されず再開発が行われ
ている（註 11）。また、阿弥陀時遺跡において
も 14 世紀から 15 世紀初頭にかけての方形区
画に基づく、「屋敷地」、「道」、墓地的な空間の
いくつかがあ明らかにされている（註 12）。こ
れらの考古学的知見に対して、12 世紀に立荘
された海東荘は、中世、鎌倉末期における海東
荘での開発の動向は明らかではない。しかし、
中世・鎌倉末期に共同体としての村が形成され
るとともに、再開発が実施されていったと思わ
れる。そして、この時期で「宮田井懸り」の原
型となる用水も掘削されたものと思われる。

　4  まとめ

　甚目寺町は、自然地形・旧郡割などにより、
北西部と南東部の二つの歴史を有する。北西部
は、海東荘によって中島郡とつながりを持ち、
これが近世に入って「宮田定井」の用水系統に
含まれることになる。南東部は、中世の萱津が
五条川両岸に展開することから、近世において
も「萱津定井」の用水系統でつながりを有し続
けたと思われる。さらに、中世の荘園までさか
のぼると、「宮田定井」の用水系統は海東荘と
の関連が指摘でき、甚目寺町北西部の自然地形
は中世から近代まで大きくは変わらなかったこ
とが想定されよう。想像をたくましくれば、他
の近隣荘園との関係も指摘できるかもしれな
い。
　さて、今回の考察は、富田荘絵図北端に描か
れた萱津をテーマと取り上げた。富田荘におけ
る萱津は散在所領であったことと甚目寺町周
辺地域が中世の荘園・近世の用水系統において
の錯綜する狭間ともいうべき地点であったこと
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から、散漫な記述になってしまった。また、中
世における甚目寺は、『一遍上人絵伝』に描か
れているが、文献などで確認するところが少な
かったので、本稿において甚目寺町の中心に位

置し長い伝統を有する古代以来の寺院・甚目寺
は、考察の中心にできなかった。機会があれば、
甚目寺を含めた考察に挑みたい。




